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総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 

省エネルギー小委員会 小売事業者表示判断基準ワーキンググループ(第７回) 

議事要旨 

 

１．日時：２０２１年３月１２日（金）１４：００～１４：４７ 

 

２．場所：オンライン 

 

３．出席者 

委員：渡辺座長、天野委員、小西委員、中村委員、村上委員、山川委員 

オブザーバー：日本ガス石油機器工業会 平野オブザーバー、 

日本冷凍空調工業会 川上オブザーバー、 

家電製品協会 薬師寺オブザーバー、 

大手家電流通協会 内海オブザーバー、 

ヤフー株式会社 海賀オブザーバー、 

全国ＬＰガス協会 笠間オブザーバー、 

日本ガス協会 本荘オブザーバー、 

石油連盟 田中オブザーバー、 

電気事業連合会 岡村オブザーバー 

事務局：経済産業省 江澤省エネルギー課長、内山省エネルギー課課長補佐、 

神取省エネルギー課課長補佐、佐藤省エネルギー課係長 

 

４．議事： 

（１）温水機器の料金単価の設定について（案） 

（２）取りまとめ（案）について 

 

５．議事要旨： 

〇議事（１）温水機器の料金単価の設定について（案） 

温水機器の料金単価の設定について了承された。 

委員の主な意見等は以下のとおり。 

 

 今回の単価設定について賛成である。具体的な単価設定方法をラベル

に記載することで、その設定と異なる消費者をＱＲコードに誘導でき

るという意味でも良かったと思う。 

 今回は東京・大阪の単価ということで設定したが、地域別にみると乖

離があると思うので、今回設定した単価に当てはまらない消費者がＱ

Ｒコードを利用するように啓発に努めていただきたい。 
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〇議事（２）取りまとめ（案）について 

取りまとめについて了承された。 

委員の主な意見等は以下のとおり。 

 

 ＱＲコードは、消費者だけでなく、小売事業者が使う場合も多いと思

うので、小売事業者の活用実態も含めた十分な調査をお願いしたい。 

 小売事業者の立場からするとＱＲコードというツールがあることで、

それを活用し、説明がしやすくなり、消費者の理解度を深めることが

できるので良いことと思う。他の機器でもＱＲコードの活用を検討い

ただきたい。 

 ＱＲコードの活用実態を把握して、適宜見直すようにといった意見が

あるが、ＱＲコードの活用が少ないからＱＲコードが機能していない

ということではなく、ラベルが機能したという考え方もできる。ラベ

ル全体として機能しているのかという視点で評価すべきだと思う。 

 

以上 


